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こんにちは！さていよいよクリスマスシーズンとなりました。語学教育研究室もクリスマスの飾りつけ

をしていますので、見に来てくださいね。さて今回も非常勤講師の先生のインタビューから、いろいろな

お話しを伺いましたのでご紹介します。 

 

初めは英語ご担当の相葉吉輝先生です。先生は 10 年以上前から、愛知大学で教鞭を執ってみえました。

愛知大学の学生は真面目で予習をやってくる学生も多いので指導しやすいそうです。ただ 13年前と異な

っているのは、以前はハードな学習もついてくる反面、やんちゃな学生もいたが、最近は、昔より良い面

でも悪い面でも大人しい学生が多く、素直

で言われたことはするが、発展的な学習な

どにはあまり積極性が見られない面もあ

るそうです。先生が授業で工夫されている

ことは、授業の内容に関心をもってもらう

ために、例えばイギリスに関する内容であ

れば、イギリスの文化や風景などのＤＶＤ

を見せるなどの工夫をされているそうで

す。また授業最後の 5分間は学生とのコミ

ュニケーションタイムとしており、授業の

意見や最近の出来事を含めた話しなどで

学生との交流を楽しまれているそうです。 

 

 

次は英語担当の鈴木真理子先生です。先生は短大で 10年以上教えてみえるそうです。昔と比べ、今の学

生の方が、英語や外国文化に対する抵抗感がないと感じるそうです。ただ、文法は昔と変わらず弱い面が

あり、何となくしゃべれても土台が弱いからか、書くのは難しい学生がいるようです。また今の学生は、

宿題などは真面目にするが、その一方で、以前と異なり、様々な音響機器やネットで本場の英語が聞ける

など学習環境が整って来ているにも

関わらず、自主的な学習意欲には欠

ける面が見られるそうです。授業に

関連したニュースや情報を伝えても

なかなか自ら調べるなどはしなくな

ってきているそうです。先生が授業

で工夫されている点については、授

業以外で多読を勧めており、book 

reportを提出させることにより、加

算点を付与することで本に対する関

心を高めているようです。 

 

突撃インタビュー 
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今回、最後は Vurma Hattori Miroslav

先生です。先生はドイツ語を愛知大学

で３－４年教えてみえるそうです。授

業では写真のようなカラフルで、会話

あり、文法ありのとても楽しそうなテ

キストを使って授業をされています。

テキスト１は入門者用で、テキスト２

はさらに学習したい人向けです。先生

によると、3通りの学生さんがおり、意

欲の高い学生、まあ単位を取るための

学生、モチベーションの低い学生が 3

分の１ずつで、これは愛知大学に限ら

ず、他の大学でもそのような傾向が見

られるようです。課題は、せっかく

ドイツ語を 1年かけて習っても、現

在は、さらに学習したい場合でも先

生のクラスは、ドイツ語コースの人

しか取れず、他の学生は（日本人講

師の先生のクラスは取れるものの）

取れないのが残念である、というこ

とでした。外国語を高いレベルでな

くてもある程度身につけるように

するには、最低 2年間の学習が望ま

しく、1 年間の学習ではすべて忘れ

てしまう、とのことです。 

 

 

さてここでフランス Language Caféからのお知らせです。下記のような楽しい催しを予定していますの

で、フランス語を習ったことがない方もぜひご参加下さいね！！  

- ＜年末懇親パーティー ＞ 12月 20日(火) 、16時 40分、於言語カフェならびに生協食堂で 

- ＜ガレット・デ・ロワ（公現祭）＞ 1月 10日(火)、16時 40分、於言語カフェで 

★ガレット・デ・ロワ（仏: galette des rois）は、公現祭の日に食べる 

フランスのお菓子。最も一般的なものは紙の王冠がのった折りパイにフ 

ランジパーヌ（アーモンドクリーム）が入ったパイ菓子で、中にフェー 

ヴ（fève、ソラマメの意）と呼ばれる小さな人形が一つ入っている。公

現節（1月 6日）に家族で切り分けて食べ、フェーヴが当たった人は王

冠を被り、祝福を受け、幸運が 1年間継続するといわれる。名称の「ロ

ワ」（王たち）とはフランス語で rois mages、東方の三博士のこと。 
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2016年 12月 

LANGUAGE・CAFÉ 5限の部 プログラム 

日 月 火 水 木 金 土 

EC=English Café CF=Café français 

 
1  
 

2 EC 
Student led 
seminars 

 

Peter Lyons 

3 

4 5  EC 
Building 
happiness  

Michael Boyce 

6  CF 
フランスの現状
（商業、交通）ダ
イアログとロール
プレイ 

 
Régis Oliviero 

7  EC 
Group 
Assignment and 
Discussion 

 
Daniel Devolin 

8 9 EC 
Student led 
seminars 

 
Peter Lyons 

10 

11 12 EC 
Meaning 

 
Michael Boyce 

13 CF 
カラオケ／スクラ
ブル／コミュニケ
ーションゲーム 

 
Régis Oliviero 

14 EC 
Group 
Assignment and 
Discussion 

 
Daniel Devolin 

15 16 EC 
Student led 
seminars 

 

Peter Lyons 

17 

18 19 EC 
Currency of 
happiness 

 

Michael Boyce 

20 CF 
テストのための復
習 

 

Régis 

Oliviero 

21 EC 
Group 
Assignment and 
Discussion 

 

Daniel Devolin 

22 23 EC 
Student led 
seminars  

 

Peter Lyons 

24 

25 26  

 

27  
 

28   

 

29 30 31 

LANGUAGE・CAFÉ 昼休みの部 ： English Café  月・火・水  中文茶座 火  Café français 金 
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